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研究活動一覧

足立　研幾

＜著書＞

『現代日本の NPO政治―市民社会の新局面』（共著） 木鐸社 2012 年 5 月

『軍縮問題入門　第 4版』（分担執筆） 東信堂 2012 年 10 月

＜論文＞

「国際制度間関係とグローバルガバナンス」 『国際政治』
第 167 号，pp.144-152
日本国際政治学会 

2012 年 2 月

＜学会報告＞

“NGOs in Conventional Weapons Negotiations: 
Influential Advocators or Tamed Advisors?”

International Studies 
Association 53rd Annual 
Convention 
San Diego

2012 年 4 月 2 日

“Countering Norm Creation: Tug-of-War between 
Norm Entrepreneurs and Norm Protectors on 
Access to Essential Medicines”

International Studies 
Association 53rd Annual 
Convention
San Diego

2012 年 4 月 3 日

＜学会司会＞

“Canada-U.S. & Canada-Japan Relations in a 
Comparative Perspective” 

The 37th Annual 
Conference of the Japanese 
Association for Canadian 
Studies
Kansai University, Osaka

2012 年 9 月 12 日

＜講演＞

“The U.S.-Japan Security Alliance: Changing 
Attitude among the Japanese” 

Symposium titled “The 
US-Japan Security Alliance: 
How has the relationship 
changed through the 3.11?”
Washington D.C.

2012 年 3 月 24 日

秋林　こずえ

＜研究ノート＞

「ジェンダー視点からの基地撤廃グローバル・ネッ
トワーク」

『季刊戦争責任研究』第 77 号，
2012 年秋季号，pp.23-30.
日本の戦争責任資料センター

2012 年 9 月

＜その他の文筆活動＞

「ジェンダーの視点から考える平和」 『月刊We learn』2012 年 8 月
号（No.711），pp.4-7.
日本女性学習財団

2012 年 8 月
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「ジェンダーの視点から考える在沖縄米軍基地」 『国際女性』
No.26，pp. 106-109.
国際女性の地位協会

2012 年 12 月

＜研究発表＞

「うちなー女性の平和運動」 那覇女性センター講座
那覇女性センター

2012 年 1 月 14 日

“Militarism and Militarization in Japan: Current 
Situations”

International Women’s 
Network Against Militarism 
Symposium
University of Puerto Rico

2012 年 2 月 20 日

“Militarism and Militarization in Japan: Current 
Situations”

International Women’s 
Network Against Militarism 
Symposium 
Vieques Cultural and 
Historic Center

2012 年 2 月 23 日

「沖縄から安全保障と民主主義を問う」討論 日本平和学会春季研究大会
沖縄大学

2012 年 6 月 23 日

「正義，フェミニズム，グローバルな連帯」コメント 女性・戦争・人権学会 2012
年研究大会
立命館大学

2012 年 10 月 28 日

「安保理決議 1325 号国内行動計画」 「国際シンポジウム　ジェン
ダーと平和安全保障」パネル
ディスカッション「ジェン
ダーの主流化製作と紛争，平
和，安全保障」
立命館大学

2012 年 11 月 3 日

“Peace in East Asia from a Gender Perspective: 
Has “More Women” ever been given a chance?”
Panel Discussion: Peace in East Asia

国際平和研究学会
（International Peace 
Research Association）
三重県男女共同参画センター

2012 年 11 月 24 日

安高　啓朗

＜研究発表＞

Economic Aspects of International Society 2011 International 
Symposium “The English 
School Today: Order, Justice 
and Multiculturalism”
立命館大学朱雀キャンパス

2012 年 3 月 26 日

Unthinking the Westphalian Narrative: Towards 
a Plural Future of World Politics

The Second Afrasian 
International Symposium 
“Multiculturalism in Asia”
龍谷大学

2012 年 11 月 18 日
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本名　純

＜著書＞

Crimes at Sea and Human Insecurity in 
Southeast Asia: Towards a New Paradigm of 
Maritime Security Cooperation 

in Carolina G. Hernandez 
(ed.), Mainstreaming 
Human Security in ASEAN 
Integration: Regional Public 
Goods and Human Security 
pp.53-84.
Quezon City, the 
Philippines: Institute for 
Strategic and Development 
studies, 2012 

2012 年 9 月

Security Challenges and Military Reform in 
Post-Authoritarian Indonesia: The Impact of 
Separatism, Terrorism and Communal Violence

in Jurgen Ruland, Maria-
Gabriela Manea and Hans 
Born (eds), The Politics of 
Military Reform: 
Experiences from Indonesia 
and Nigeria pp.185-200.
London: Springer, 2012

2012 年 10 月

＜論文＞

“Maritime Crimes in Southeast Asia: Human 
Securitizing the Policy Paradigm” 

paper presented at 
international conference, 
“The Nexus of Security and 
Development: Addressing 
Local Conflicts before They 
Turn Global̶Japan-EU 
Cooperation” 
organized by the Konrad 
Adenauer Stiftung (KAS), 
the European Japan 
Advanced Research 
Network (EJARN), and 
Japan International 
Cooperation Agency (JICA), 
at JICA-Research Institute, 
Tokyo

2012 年 2 月 21 日

“Japan and the Responsibility to Protect: Coping 
with Human Security Diplomacy” 

The Pacific Review, Vol.25, 
No.1, March 2012, pp.95-112.
Oxford : Oxford University 
Press

2012 年 3 月

“Inside the Democrat Party: Power, Politics and 
Conflict in Indonesia’s Presidential Party” 

South East Asia Research, 
Vol. 20, No.4, December 
2012, pp.473-490.
The School of Oriental and 
African Studies, University 
of London

2012 年 12 月

＜研究発表＞

“The Rise of China, ASEAN Community Building, 
and the Deepening Japan-Indonesia Security 
Cooperation”

at international conference, 
“The Rise of China and the 
Future of Regional Affairs 
in East Asia”
University of Indonesia

2012 年 3 月 1 日
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「民主主義政権下のインドネシアにおける国軍改革
と治安の関係：分離主義，テロリズム，住民紛争の
インパクト」

日本比較政治学会第 15 回研
究大会
日本大学法学部（三崎町キャ
ンパス）

2012 年 6 月 23 日

「グローバル・セキュリティの規範と普及：東南ア
ジア政治研究へのインパクトを考える」

東南アジア学会第 88 回研究
大会総合シンポジウム
上智大学

2012 年 12 月 9 日

＜講演＞

「インドネシアの政局を読む」 財団法人日本インドネシア協
会主催講演会
日本アセアンセンター

2012 年 4 月 6 日

“Sustainable Future for Human Security: 
Perspectives from Politics and International 
Relations” 

Keynote Speech for the 3rd 
International Conference on 
Sustainable Future for 
Human Security- SUSTAIN 
2012
Kyoto University

2012 年 11 月 4 日

「東南アジアから考える̶人身取引を事例に」 神戸市シルバーカレッジ 2012 年 11 月 29 日

「国境を越える犯罪の実態と動向―東南アジアから
考える」

海上保安大学 2012 年 12 月 13 日

“Globalization and the Transnational Crime in 
Southeast Asia”

海上保安協会「アジア海上保
安初級幹部研修」
海上保安大学

2012 年 12 月 14 日

＜コメンテーター＞

“Some Comments on the Keynote Speech of 
Governor Esmael Mangudadatu,”

Symposium, “Conflict 
Resolution and Peace 
Building in Southern 
Philippines,”
National Graduate Institute 
for Policy Studies

2012 年 9 月 6 日

「部会 5トランスナショナルな脅威とナショナルな
安全保障：違法薬物の国際取引をめぐって」

日本国際政治学会 2012 年度
研究大会
名古屋国際会議場

2012 年 10 月 19 日

星野　郁

＜著書＞

『ヨーロッパ経済の現状と課題』 岩本武和，奥和義，小倉明浩，
河崎信樹，金早雪との共著『グ
ローバル・エコノミー（第 3
版）』，第 9章，有斐閣アルマ，
pp.247-275
有斐閣

2012 年 3 月

『単一通貨ユーロの現状と展望』 岩本武和，奥和義，小倉明浩，
河崎信樹，金早雪との共著『グ
ローバル・エコノミー（第 3
版）』，第 10 章，有斐閣アルマ，
pp.276-306
有斐閣

2012 年 3 月
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＜論文＞

「ユーロ危機―その背景と今後のゆくえ―」 『経済科学通信』，No.128，
pp.25-30
基礎経済科学研究所

2012 年 4 月

「ユーロ危機とヨーロッパ統合の行方」 『神奈川大学評論』，第 73 号，
pp.93-103
神奈川大学

2012 年 12 月

＜学会報告＞

「ユーロ危機の欧州金融機関への影響と銀行同盟の
創設を始めとする銀行改革の行方」

金融構造研究会（全国地方銀
行協会）

2012 年 12 月 25 日

＜講演＞

ユーロ危機の新局面―危機からの脱出は可能か ?― 経団連付属経済広報センター
主催シンポジウム ｢ユーロ危
機の現状と評価，世界経済へ
のインプリケーション」
経団連会館

2012 年 6 月 6 日

池田　淑子

＜論文＞

“Ambivalent Images of Japanese Businessmen in 
American Films from A Majority of One (1964) to 
Lost in Translation (2005)”

The Development of ‘Japan’ 
in the West: Comparative 
Analysis REGIONAL 
STUDIES (6) pp.11-28
Vytautasu Magnes 
Unverisity

2012 年 6 月

“Godzilla and the Japanese after World War II: 
From a Scapegoat of the Americans to a Savior of 
the Japanese”

ACTA ORIENTALIA 
VINENSIA pp.43-62
Vilinius University

2012 年 12 月

＜研究発表＞

「ファッションとアイデンティティ」ワークショッ
プ「なぜ外国のファッションに『憧れる』のか」

日本記号学会　第 32 回大会
神戸ファッション美術館

2012 年 5 月 12 日

「ゴジラと科学神話」 日本比較文学会　関西支部　
7月例会
近畿大学

2012 年 7 月 21 日

“Images of the Japanese in 2000s films” The 4th Tokyo Conference 
on Argumentation
Japan Debate Association
上智大学短期大学部

2012 年 8 月 12 日

「ゴジラのアイデンティティ」 日本比較文学会第 48 回関西
大会
立命館大学　衣笠キャンパス

2012 年 11 月 17 日

板木　雅彦

＜講演＞

「国際金融危機の出発点――サブプライム・ローン
危機を振り返って」

近畿化学協会第 34 期研修塾
第 5回講座
大阪科学技術センター

2012 年 12 月 1 日
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加藤　恒彦

＜著書＞

The Dilemma of a Black Entertainer: A 
Contextualized Reading of Caryl Phillips’s 
Dancing in the Dark Itala Vivan: The Mask and 
the Unheimlich in Caryl Phillips’s Dancing in the 
Dark（共著）

Caryl Phillips:Writing in 
the Key of Life
Rodopi

2012 年 2 月

＜論文＞

“The Purpose and the Historical Context of the 
Symposium”

黒人研究の会第 57 回全国大
会でのシンポジューム冒頭発
言の要旨を掲載。『黒人研究』
No.81
黒人研究の会

2012 年 3 月

「『聖なるゲーム』と宗教的コミュナリズム」 『立命館国際研究』25 巻 1 号，
pp. 27-69
立命館大学国際関係学会

2012 年 6 月

＜研究発表＞

「Vikram Chandraの Sacred Gamesについて」 黒人研究の会2012年 4月例会
立命館大学

2012 年 4 月 28 日

「Bharati Mukherjeeの JASMINE (1989)を読む」 黒人研究の会2012年 7月例会
キャンパスプラザ京都

2012 年 7 月 21 日

桂　良太郎

＜著書＞

『アジア諸国の人々の人間観―「家父長制論」から「普
遍的人間論」へ』

『岡村理論の継承と発展』
第３巻『社会福祉における生
活主体論』山縣文治，大塚保
信，松原一郎編著 pp.72-89
ミネルヴァ書房

2012 年 9 月

＜論文＞

「人間力としての「文化力」の重要性と「里山学」
への誘い」

『日本ボランティア学会誌』
2011 年度　pp.14-22
日本ボランティア学会

2012 年 7 月

Toward the networking of museums for a new 
approach to Peace

No Gun Ri Peace Park 
- Ritsumeikan University 
Peace & Huamn  Rights 
Camp，pp.18-21
No Gun Ri International 
Peace Foundation

2012 年 8 月

A Proposal for the 21st Century Converting the 
Force of Nature to Cultural Force

No Gun Ri Peace Park 
- Ritsumeikan University 
Peace & Huamn Rights 
Camp，pp.13-17　
No Gun Ri International 
Peace Foundation

2012 年 8 月
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「「助産師」とは「命」を守る四つの ’ 人 ’ なり―む
かえびと・ささえびと・むすびひと・つかさびと」

『助産師』日本助産師会機関
紙　（特集創立 85 周年を迎え
て）Vol.66 No.3　pp.12-15
社団法人日本助産師会

2012 年 8 月

＜学会発表＞

「Converting the Forces of Nature to a Cultural 
Force-An Invitation to Pursue the Study of 
Satoyama. A Satoyama may only be a little 
village near the mountain, only at best a 
Satoyama. Yet, even so, it is a Satoyama!」

IPRA Japan Conference 
2012, International Peace 
Research Association
Mie University, Tsu, JAPAN
（三重大学）

2012 年 11 月 25 日

＜講演＞

「21 世紀への提言，これからの国際交流への期待！
―国際里山塾のこころみから―」

日本学生海外移住連盟関西支
部主催　関西学院大学 OB
「カリプト会」
関西学院大学大阪梅田サテラ
イト教室

2012 年 1 月 29 日

「これからの高齢者福祉の課題と展望―地域福祉に
おける地元学（郷土研究）のゆめ・ゆとり・ゆうき
―」

奈良市社会福祉協議会主催
春日野荘（奈良市）

2012 年 3 月 11 日

「「助産師」のゆめ・ゆとり・ゆうき！！」 大阪市立助産師学院創立 40
周年記念
ホテル・アゴーラ・リージェ
ンシー堺

2012 年 11 月 7 日

＜その他の文筆活動＞

「部落差別を後世に伝えるために各地の「被差別部
落ミュージアム」を」

『居住の権利とくらし―東日
本大震災をみすえて―』家正
治編著　pp.229-230
藤原書店

2012 年 3 月

「福祉のことと平和―「福祉学」と「平和学」をむ
すびつける「里山学」への挑戦―」

『立命館国際平和ミュージア
ム 20 年の歩み―過去・現在
そして未来』p.64
立命館大学国際平和ミュージ
アム

2012 年 10 月

河村　律子

＜学会発表＞

グローバル・シミュレーション・ゲーミング授業の
転換～立命館大学国際関係学部における実践の成果
と今後の展開

日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会
流通経済大学新松戸キャンパ
ス（千葉県松戸市）

2012 年 6 月 3 日

君島　東彦

＜著書＞

New Paradigms of Peace Research: The Asia-
Pacific Context （編著）

Jaipur, India: Rawat 
Publications

2012 年 11 月
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＜論文＞

「NGOはいかにして平和をつくるか─ 1990 年代
2000 年代の実践にもとづく若干の考察」

『新しい歴史学のために』
280 号　pp.19-44
京都民科歴史部会

2012 年 5 月

「平和憲法の再定義─予備的考察」 日本平和学会編『平和を再定
義する［平和研究 39 号］』　
pp.1-26
早稲田大学出版部

2012 年 10 月

＜学会発表＞

「多面体としての憲法 9条」 International Peace 
Research Association 2012 
Conference
三重大学

2012 年 11 月 25 日

＜講演＞

「多面体としての憲法 9条」 立命館大阪オフィス講座
立命館大学大阪キャンパス

2012 年 2 月 22 日

「社会の中の芸術家─芸術家にとっての戦争と平
和」

武蔵野美術大学造形研究セン
ター主催
武蔵野美術大学美術館ホール

2012 年 6 月 16 日

「日本国憲法の『しない』平和主義と『する』平和
主義」

札幌福音的教育・平和研究会
主催
札幌独立キリスト教会

2012 年 7 月 8 日

「『しない』平和主義から『する』平和主義へ─憲
法がめざす平和活動を考える」

福岡県弁護士会　
北九州部会主催
北九州弁護士会館

2012 年 8 月 4 日

「大学生協が提供する平和学講座─京滋・奈良ブ
ロック『戦争と平和を問いなおす』の挑戦」

全国大学生協連・全国教職員
セミナー
三重大学

2012 年 8 月 25 日

“Six Faces of Article 9: Elucidating the 
Complexities of Japan’s Postwar Constitution”

182nd Washington-Asia 
Forum
American University School 
of International Service 
Center of Asian Studies

2012 年 10 月 10 日

小山　昌久

＜著書＞

『ミャンマー経済の新しい光』（共著） 第 8章「社会資本整備の進展
と展開」 pp.221 － 242（嶋田
晴行氏と共同執筆）
勁草書房

2012 年 9 月

＜研究発表＞

“A look Beyond Land-Linked Lao PDR” 国 際 セ ミ ナ ー「ASEAN・
Divideの克服とメコン川地
域開発（GMS）」ラオスセッ
ション
立命館大学衣笠キャンパス創
思館（主催：立命館大学国際
地域研究所，後援：外務省）

2012 年 3 月 9，10 日
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益田　実

＜書評論文＞

「冷戦史の転機，冷戦史研究の転機－ヨーロッパ・
デタント研究の成果と可能性－」

『国際政治』
第 170 号，pp.171-180
日本国際政治学会編集，有斐
閣刊行

2012 年 10 月

松田　正彦

＜著書＞

「現代ミャンマーの人と自然の関わり合い―フィー
ルドからみえる実像とその先に描く農業・農村開発」

尾高煌之助，三重野文晴編，
『ミャンマー経済の新しい光』
pp. 99-129
勁草書房

2012 年

＜論文＞

「サイクロン・ナルギスによる稲作被害とその回復
過程―イラワジデルタにおける被災後３年間」

『熱帯農業研究』5 (2) pp.88-96 2012 年

＜学会発表＞

「サイクロン・ナルギス後の３年間―稲作における
被害と復旧」

ビルマ研究会（2012 年度大会）
国立民族学博物館

2012 年 4 月 21 日

＜研究発表＞

「現代ミャンマーの農業発展―イネ・コメからみる
管区ビルマと少数民族山地」

アフラシア多文化社会研究セ
ンター第 3班第 3回研究会
龍谷大学

2012 年 11 月 30 日

Agricultural intensification in Myanmar: People 
who did not choose paddy field

International Workshop on 
“Landuse Diversity and 
Autonomy in Southeast 
Asia”
Research Institute for 
Humanity and Nature, 
Japan（総合地球環境学研究
所）

2012 年 11 月 8 日

「ミャンマー中央乾燥平原の農業生態―フナキかハ
ラダか」

東南アジアの自然と農業研究
会（第 156 回例会）
京都大学稲森財団記念館

2012 年 6 月 22 日

「ミャンマー政府の稲作統計はどれほど実態から乖
離しているのか？―農家聞き取り調査による推定と
の比較から」
「イラワジデルタの稲作におけるサイクロン・ナル
ギスの爪跡―被災後３年間の復旧過程」

ミャンマー開発研究会
国際協力機構（JICA）ミャ
ンマー事務所

2012 年 3 月 16 日

「ミャンマー稲作の 50 年間と自律性」 総合地球環境学研究所研究プ
ロジェクト研究会「東南アジ
アの生存力と自律性：土地利
用とリソース・チェーンから
の検討」
名古屋大学

2012 年 1 月 9 日
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松下　冽

＜著書＞

『グローバル・サウスにおける重層的ガヴァナンス
構築─参加・民主主義・社会運動―』

ミネルヴァ書房 2012 年 10 月

『新自由主義に揺れるグローバル・サウス』（共編著） ミネルヴァ書房 2012 年 10 月

＜論文＞

「インド・ケーララにおけるガヴァナンス構築と社
会運動（下）─「政治社会 -市民社会」関係の視点
から─」

『アジア・アフリカ研究』第
52 巻第 1号，pp.56-68
アジア・アフリカ研究所

2012 年 1 月

南川　文里

＜著書＞

「第一部・序」および「エスニシティは変容する：
アメリカ合衆国におけるエスニシティ理論の射程」
（共著）

マイグレーション研究会編
『エスニシティを問いなおす：
理論と変容』，pp.18-45
関西学院大学出版会

2012 年 3 月

＜論文＞

「『アメリカン・コミュニティ』としての収容所：在
米日系人戦時強制収容と人種主義」

『立命館国際研究』
25 巻 2 号　pp.1-15
立命館大学国際関係学会

2012 年 10 月

＜講演＞

「鉄条網のなかのコミュニティ：強制収容は在米日
系人社会をどう変えたのか」

立命館大学土曜講座
立命館大学 末川記念会館講
義室

2012 年 5 月 19 日

森岡　真史

＜著書＞

『ボリス・ブルツクスの生涯と思想─民衆の自由
主義を求めて』

成文社 2012 年 11 月

「社会主義の歴史と残された可能性─社会主義的
規範の再考」（寄稿）

村岡到編『歴史の教訓と社会
主義─ソ連崩壊 20 年シン
ポジウムから』　pp.154-186
ロゴス

2012 年 5 月

＜論文＞

「ブルツクスのネップ期ソヴェト経済論」 『甲南経済学論集』
第 52 巻第 3・4号，pp.1-45
甲南大学経済学会

2012 年 3 月

「ソ連の歴史的経験と社会変革論への示唆」 『ロシア・ユーラシアの経済
と社会』
2012 年 6 月号，pp.16-31
ユーラシア研究所

2012 年 6 月



研究活動一覧

（ 887 ）  317

文　京洙

＜著書＞

崔章集『民主化以後の韓国民主主義：起源と危機』（共
訳）

255（総頁）
岩波書店

2012 年 1 月

『危機の時代の市民活動 : 日韓「社会的企業」最前線』
（共編著）

296（総頁）
東方出版

2012 年 4 月

＜論文＞

「戦後日韓関係と市民社会の課題：100 年の葛藤を
超えて」

藤田和子／松下冽編『新自由
主義に揺れるグローバル・サ
ウス：いま世界をどう見るか』
pp.352-365
ミネルヴァ書房

2012 年 10 月

中川　亮平

＜論文＞

A Perspective on Japan’s Current Account and 
Industrial Shift in the Post-3.11 Era

『立命館国際研究』
24 巻 3 号，pp.73-92
立命館大学国際関係学会

2012 年 3 月

Will Current Account Surplus Matter So Much to 
Japan? A Perspective from Its Savings-
Investment Balance

『立命館国際研究』
25 巻 1 号，pp.167-184
立命館大学国際関係学会

2012 年 6 月

＜講演＞

The U.S. Presidential Elections and Their 
Impacts on Japanese Economy and Business

Panel Discussion on the 
Upcoming US Elections, 
Institute of Contemporary 
Asian Studies
Temple University, Japan 
Campus

2012 年 10 月 26 日

＜その他＞

資本主義は日本を救えるか 日本経済研究会
立命館大学国際地域研究所

2012 年 10 月 31 日

中川　涼司

＜論文＞

「中国スマートフォン市場の急成長と『ビジネス・
エコシステム』」

陳晋・守政毅編『中国市場ビ
ジネス戦略』，pp.69-95
信山社

2012 年 9 月

「中国のソフト・パワーとパブリック・ディプロマ
シー―Wang, Jian ed. Soft Power in China: Public 
Diplomacy through Communication,の検討を中心
に―」

『立命館国際地域研究』第 35
号，pp.71-93
立命館大学国際地域研究所

2012 年 3 月

「華為技術（ファーウェイ）と聯想集団（レノボ）
の対日進出―中国企業多国籍化の二つのプロセス再
論―」

『ICCS現代中国学ジャーナ
ル』第 4巻第 2号，pp.45-54
愛知大学国際中国学研究セン
ター

2012 年 3 月 31 日
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「スマートフォンと新移動通信規格をめぐる国際競
争と中国―TD-LTEは「イノベーション・キャッチ
アップ・ジレンマ」からの脱出口となるか－」

『立命館国際地域研究』第 36
号，pp.27-49
立命館大学国際地域研究所

2012 年 10 月

中戸　祐夫

＜論文＞

North Korea’s Second Nuclear Test: Neoclassical 
Realism Perspectives

Pacific Focus, 27/1, pp.10-35
Wiley, Center for 
International Studies, Inha 
University, South Korea

2012 年 4 月

＜研究発表＞

김정은 체제의 대외정책 : 북한의 " 인공위성 " 발사로 
보는 북미관계

김정은체제 공식출범과 
북한의 대외관계
東国大学北韓研究所，ソウル，
韓国

2012 年 4 月 25 日

The Resumption of the Six-Party Talks or Third 
Nuclear Test?: Future Prospects for U.S.-DPRK 
Relations

Korean Unification from an 
International Perspective
KINU(Korea Institute for 
National Unification)-KPSA 
(Korean Political Science 
Association), the President 
Hotel , Seoul, Korea

2012 年 7 月 20 日

Japanese Strategies for Peace Building on the 
Korean Peninsula and Northeast Asia: 
Responsive Engagement toward North Korea

Strategies for Peace 
Building on the Korean 
Peninsula and Northeast 
Asia
Global Peace Festival 
Foundation, Atlanta, USA

2012 年 11 月 30 日

＜その他＞

퍼블릭 외교적 수단으로서의 한류가 한일 관계에 
미치는 영향

「韓日 統一問題 フォーラム」
한반도 통일을 위한 
재일동포사회의 역할
韓国平和問題研究所，アウィ
ーナ大阪

2012 年 11 月 14 日

西村　智朗

＜著書＞

『テキストブック法と国際社会』（德川信治教授と共
編）

法律文化社 2012 年 2 月

＜論文＞

「現代国際法と持続可能な発展概念」 松田竹男他編『現代国際法の
思想と構造Ⅱ（松井芳郎先生
古稀記念論文集）』pp.27-51
東信堂

2012 年 4 月

「WTOと持続可能な発展」 『名古屋大学法政論集』，245
号，pp.1-35
名古屋大学

2012 年 8 月
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＜学会報告＞

ダーバン会議（ＣＯＰ 17）の帰結とその国際法上
の課題
Outcome of Durban Conference (COP17) and its 
Issues in International Law

台灣國際法學會第二屆「氣候
變遷與國際環境法」研討會
国立台湾大学

2012 年 10 月 27 日

＜その他＞

「生物多様性の権利性（横浜地判平成 23・3・31）」 『平成 23 年度重要判例解説』
（『ジュリスト』臨時増刊
1440 号）, pp.303-304
有斐閣

2012 年 4 月

小木　裕文

＜論文＞

「马来西亚的华文独立中学探究」 『立命館国際研究』25 巻 1 号，
pp.71-89
立命館大学国際関係学会

2012 年 6 月

「浙江省温州市近郊青田県の僑郷としての変容」（共著） 『地理空間』第 5巻第 1号，
pp.1-26
地理空間学会

2012 年 6 月

＜学会報告＞

華人ネットワークと僑郷について 富山大学人文学部共同研究シ
ンポジウム「中華天下と華人
意識」
富山大学人文学部

2012 年 11 月 17 日

及川　正博

＜学会報告＞

「PNGにおけるインセクト・ファーミングの現状と
課題」

南太平洋生態系保全学術懇談
会
バンビオ一番館（長岡京市立
中央生涯学習センター 6階・
会議室 3）

2012 年 6 月 16 日

「PNGにおける IFTAとWEIの役割」 南太平洋生態系保全学術懇談
会
伊豆山研修センター（102 会
議室）

2012 年 10 月 27 日

＜その他＞

“International Workshop on the Development and 
Conservation of Biodiversity / Endangered 
Species in South-Pacific Island Countries: Focus 
on Papua New Guinea,” (Chair)

Japan Council for 
Conservation of Biodiversity 
in the South-Pacific Area, 
Chuo University Surugadai 
Memorial Hall, Tokyo

2012 年 3 月 31 日

「京都における天神信仰」（Eric Faure）エリック・
フォール（同志社大学・立命館大学非常勤講師）の
司会

日本比較生活文化学会関西支
部・夏季例会
立命館大学（恒心館 729 号室）

2012 年 7 月 14 日
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「イギリスの炭鉱における有毒ガス検知装置として
のカナリア」島森尚子（ヤマザキ学園大学准教授）
の司会

第２８回日本比較生活文化学
会研究発表大会
日本大学（三島北口校舎２階・
国際関係学部棟・山田顕義
ホール）

2012 年 11 月 10 日

奥田　宏司

＜著書＞

『現代国際通貨体制』 日本経済評論社 2012 年 2 月

＜論文＞

「ユーロ危機と現代国際通貨体制―論点整理への 1
つの準備」

『経済科学通信』
No.128，pp.12-19
基礎経済科学研究所

2012 年 4 月

「ユーロ危機，対米ファイナンス，人民元建貿易な
どについて―現代国際通貨体制をめぐるいくつかの
検討課題」

『立命館国際研究』
25 巻 1 号，pp.91-119
立命館国際関係学会

2012 年 6 月

「香港での人民元取引と対外的な人民元決済の限界」 『立命館国際地域研究』
36 号，pp.79-102
立命館大学国際地域研究所

2012 年 10 月

＜書評＞

代田純『ユーロと国債デフォルト危機』（税務経理
協会，2012 年）

『経済学論集』，44 巻 1 号
駒澤大学経済学会

2012 年 9 月

大島 堅一

＜著書＞

『原発事故の被害と補償』（共著） 大月書店 2012 年 2 月

『原発ゼロ　私たちの選択』（共著） かもがわ出版 2012 年 3 月

『おしえて！もんじゅ君』（監修） 平凡社 2012 年 3 月

＜その他の文筆活動＞

「平成 23 年度第 4回学術講演会 (講演抄録 ) 原発の
コスト : エネルギー転換への視点」

『高崎経済大学論集』
54 巻 4 号，pp.225-228
高崎経済大学経済学会

2012 年 3 月

「座談会　原発の安全なたたみ方：資金・賠償・人材」 『科学』
82 巻 5 号，pp.517-528
岩波書店

2012 年 5 月

「原発・エネルギー政策　原発廃止　経済合理性な
く止めるべき」

『エコノミスト』
2012 年 12 月 11 日号，p.99
毎日新聞社

2012 年 12 月

「グリーン・シフト促す電力政策を : 政策決定プロ
セスと財政の根本的組み替えが必要不可欠」

『公明』
2012 年 11 月号，pp.32-37
公明党機関紙委員会

2012 年 11 月

「原子力の経済性─社会的費用をいかに回避するか」 『ATOMOΣ 日本原子力学会
誌』　pp.4-5
日本原子力学会

2012 年 8 月
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＜講演＞

「再生可能エネルギーの政治経済学　─福島原発事
故を受けて」

原子力・エネルギーの安全と
今後のあり方を真剣に考える
会
越前市福祉健康センター多目
的ホール

2012 年 1 月 14 日

「何が私たちにとわれているのか」 京都上演会・特別シンポジウ
ム
ひと・まち交流館 京都

2012 年 1 月 14 日

「第 4の革命」 京都上演会・特別シンポジウ
ム
ひと・まち交流館 京都

2012 年 1 月 14 日

「原発のコスト　エネルギー転換の視点」 保育問題研究会 2012 年 2 月 5 日

「原発と地域」 ふくしまから考える原子力に
依存しないエネルギー政策～
基本問題委員会自主的分科会 
in 南相馬
南相馬市民情報交流センター

2012 年 2 月 19 日

「原発は冬の時代へ　原発のコスト，エネルギー転
換への視点」

愛媛 LPガス協会
東京第一ホテル松山

2012 年 3 月 2 日

＜報告＞

Damage of Fukushima Nuclear Accident and a 
new compensation scheme

REFORM 2012 2012 年 8 月 27 日

＜その他＞

第 12 回大佛次郎論壇賞受賞 『原発のコスト─エネルギー
転換への視点』岩波新書，
2011 年

環境経済・政策学会奨励賞受賞 『再生可能エネルギーの政治
経済学』東洋経済新報社，
2010 年

末近　浩太

＜著書＞

「『恐怖の均衡』がもたらす安定と不安定：国際政治
とレバノン・イスラエル紛争」

吉川元・中村覚編『中東の予
防外交』pp. 215-239.
信山社

2012 年 7 月

「レバノンにおける多極共存型民主主義：2005 年「杉
の木革命」による民主化とその停滞」

酒井啓子編『中東政治学』
pp. 81-94.
有斐閣

2012 年 9 月

＜論文＞

“Undemocratic Lebanon?: The Power-Sharing 
Arrangements after the 2005 Independence 
intifada”

Journal of Ritsumeikan 
Social Sciences and 
Humanities, Vol. 4, 2012, pp. 
103-132.
立命館大学人文科学研究所

2012 年 3 月
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＜調査報告＞

「シリア反体制派のなかのムスリム同胞団と新世代
のイスラーム勢力」（中東レポート）

「Asahi中東マガジン」
朝日新聞社

2012 年 8 月 20 日

＜研究発表＞

「グローバル不況と中東の政治変動」 日本国際政治学会 2012 年度
研究大会・共通論題「グロー
バル不況と政治変動」
名古屋国際会議場

2012 年 10 月 20 日

“Social Services and ‘Resistance Society’ of 
Lebanon’s Hizballah” 

Consulate General of Japan 
in Istanbul and Doshisha 
University Graduate School 
of Global Studies/CISMOR 
“International Conference 
on Conflict Prevention in 
the Middle East: Searching 
for Alternative Ways”
Old Japanese Consulate 
Building, Istanbul, 
TURKEY

2012 年 11 月 9 日

＜講演＞

「中東の民主化の行方とイスラーム過激派」 兵庫県阪神シニアカレッジ
尼崎市中小企業センター

2012 年 1 月 24 日

「激動の中東を読む：『アラブの春』と原油価格の行
方」

第 27 回 HIRAKIN環座の会
岡山プラザホテル

2012 年 4 月 12 日

「今中東で何が起こっているのか：民主化とイスラー
ム主義」

立命館大学無料公開講座「土
曜講座」「激動の中東政治を
読み解く：「アラブの春」か
ら 1年」
立命館大学末川記念館

2012 年 6 月 9 日

「ヒズブッラーの現状と最近の動向」 財団法人世界政経調査会国際
情勢研究所
国際情勢研究所

2012 年 12 月 7 日

＜その他の文筆活動＞

「レバノン共和国」のうち「アドニス川」「アミウー
ン」「アレイ」「アンジャル」「アンフェ」「エフデン」
「カーシミーエ」「カディーシャ渓谷」「カラウーン湖」
「カルタバ」「クバイヤート」「コルネトサウダー山」
「サイダ」「ザフレ」「ジェッズィーン」「シュトゥー
ラ」「ジュバイル」「ジュワイヤ」「ズガルタ」「ダムー
ル」「ティール」「トリポリ」「ナークーラ」「ナバティー
エタフタ」 

加藤博・島田周平編『世界地
名大事典 3（中東・アフリカ）』
朝倉書店

2012 年 11 月

高橋　伸彰

＜著書＞

『ケインズはこう言った―迷走日本を古典で斬る』 NHK出版 2012 年 8 月
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＜論文＞

「何のための，誰のための『日本再生戦略』か」 『月刊自治研』2012年 10月号，
pp.10-14
自治労サービス

2012 年 10 月

「非自発的雇用という日本経済の危機」 『生活経済政策』2012 年 8 月
号，pp.11-15
生活経済政策研究所

2012 年 8 月

＜書評＞

「震災後の復興に求められる正義の実践」（アマル
ティア・セン著『正義のアイデア』書評）

『週刊東洋経済』2012 年 1 月
28 日号
東洋経済新報社

2012 年 1 月

「アメリカの金融政策に日本は何を学ぶべきか」 北海道新聞『現代読書灯』
2012 年 2 月 19 日

2012 年 2 月

「需要不足の日本における本当のムダとは何か」（小
野善康著『成熟社会の経済学』書評）

『週刊東洋経済』2012 年 3 月
3 日号
東洋経済新報社

2012 年 3 月

「貧困解消は選択の論理の理解から」（アジビッド・
V・アナジー他著，山形浩生訳『貧乏人の経済学』
書評）

『週刊東洋経済』2012 年 6 月
16 日号
東洋経済新報社

2012 年 6 月

「人間行動と市場の論理　試行錯誤が大切な時代」 北海道新聞『現代読書灯』
2012 年 7 月 1 日

2012 年 7 月

「金融危機の再発防止に通貨発行特権の廃止宣言」
（ピーター・ストーカー著，北村京子訳『なぜ，１％
が金持ちで，99％が貧乏になるのか』書評）

『週刊東洋経済』2012 年 8 月
11-16 日号
東洋経済新報社

2012 年 8 月

「理解の補助線となる伝記で知的道程をたどる」（ラ
ニ－・エーベンシュタイン著，田総恵子訳『フリー
ドリヒ・ハイエク』書評）

『週刊東洋経済』2012 年 9 月
19 日号
東洋経済新報社

2012 年 9 月

「資本主義は救えるのか」 北海道新聞『現代読書灯』
2012 年 9 月 23 日

2012 年 9 月

＜講演＞

成長から適応への転換－日本経済が失った 40 年 立命館大学土曜講座
立命館大学 末川記念会館講
義室

2012 年 4 月 14 日

ケインズ「一般理論」を読む 立命館大学土曜講座
立命館大学 末川記念会館講
義室

2012 年 10 月 6 日

＜研究発表＞

著者と語る―「ケインズはこう言った」― 日本記者クラブでの会見 2012 年 11 月 9 日

竹内　隆夫

＜論文＞

「東北タイにおける稲作経営の変化」 『立命館国際研究』25 巻 2 号，
pp.17-35
立命館大学国際関係学会

2012 年 10 月
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龍澤　邦彦

＜論文＞

「国際機構と国家主権の制限　E.U.の場合」 『憲法研究』第 44 号，pp.27-
51
憲法学会

2012 年 6 月

若菜　マヤ（Maya Higashi Wakana）

＜学会発表＞

Everyday Aestheticism in Wharton's Ethan 
Frome

Edith Wharton in Florence: 
A Sesquicentennial 
Conference sponsored by 
the Edith Wharton Society
Marist College, Florence, 
Italy

2012 年 6 月 7 日

夏　剛

＜論文＞

「从称谓 “ 魔杖 ” 管窥中国政要心迹及中国社会规则
（下之 2）
―《 晚年周恩来》、《毛泽东私人医生回忆录》、《毛
家湾纪实》、《国家的囚徒》、《大红灯笼高高挂》等禁
域 · 深宫话语联析」

『立命館国際研究』24 巻 3 号，
pp.1-48
立命館国際関係学会

2012 年 3 月

「欲求层次基围 · 机微面面观：个人 · 族群之行为志
向 · 味指向的 致原理及机制规律试掘（《中日社
会、文化多面比较：生活、行为篇　̶日常光景机微
解析》绪论之 1 · 上）」

『立命館国際研究』25 巻 1 号，
pp.121-166
立命館国際関係学会

2012 年 6 月

「欲求层次基围 · 机微面面观：个人 · 族群之行为志
向 · 味指向的 致原理及机制规律试掘（《中日社
会、文化多面比较：生活、行为篇　̶日常光景机微
解析》绪论之 2 · 下）」

『立命館国際研究』25 巻 2 号，
pp.37-85
立命館国際関係学会

2012 年 10 月

＜翻訳＞

「中国はコミュニケーション・ギャップをこう乗り
越える―対外交流心得 98 章 (中日対照版 ) 」（共訳）

趙啓正原著　pp.2-199
かもがわ出版

2012 年 4 月 27 日

＜その他の文筆活動＞

「私たちは理解・習得・応用の障碍をどう乗り越え
るか―中日対照版後記」

趙啓正原著・夏剛・永井麻生
子訳　『中国はコミュニケー
ション・ギャップをこう乗り
越える―対外交流心得 98
章 (中日対照版 )』，pp.200-
251
かもがわ出版

2012 年 4 月 27 日

訳注 趙啓正原著・夏剛・永井麻生
子訳　『中国はコミュニケー
ション・ギャップをこう乗り
越える―対外交流心得 98
章 (中日対照版 )』，pp.252-
319
かもがわ出版

2012 年 4 月 27 日
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表記などの凡例及び編集上の留意点の説明 趙啓正原著・夏剛・永井麻生
子訳　『中国はコミュニケー
ション・ギャップをこう乗り
越える―対外交流心得 98
章 (中日対照版 )』，pp.320-
329
かもがわ出版

2012 年 4 月 27 日

山根　和代

＜論文＞

Peace Education at the Center for Tokyo Air-
Raids and War Damage

Museums for Peace: 
Transforming Cultures 
edited by Clive Barrett and 
Joyce Apsel
the International Network 
of Museums for Peace in 
The Hague（Netherlands）

2012 年 8 月

＜その他の文筆活動＞

「ヨーロッパの平和のための博物館を訪問して」 国際平和ミュージアムだより
Vol. 20-1
立命館大学国際平和ミュージ
アム

2012 年 8 月 24 日

「キャッスル作戦報告書の世界的な影響」 『核の海の証言：ビキニ事件
は終わらない』（山下正寿著）
に掲載
新日本出版社

2012 年 9 月

コラム「平和のための博物館の国内、海外ネット
ワークに関わって」

『立命館大学国際平和ミュー
ジアム 20 年の歩み―過去・
現在，そして未来―』
立命館大学国際平和ミュージ
アム

2012 年 5 月 19 日

コラム「20 年の歴史を超えて，未来へ（座談会）」 『立命館大学国際平和ミュー
ジアム 20 年の歩み―過去・
現在，そして未来―』
立命館大学国際平和ミュージ
アム

2012 年 5 月 19 日

エッセイ「外国人の目でみたら・・・」 『ひまわり : 雲母会員エッセ
イ集』第 8集
ひまわりの会

2012 年 4 月

エッセイ「便利すぎて・・・」 『ひまわり : 雲母会員エッセ
イ集』第 8集
ひまわりの会

2012 年 4 月

エッセイ「良心的微兵拒否」 『ひまわり : 雲母会員エッセ
イ集』第 8集
ひまわりの会

2012 年 4 月

「大学で平和学を担当して」 『雲母』第 48 号
雲母の会

2012 年 11 月

＜翻訳＞

「ヨーロッパ平和運動の母、ベルタ・フォン・ズッ
トナーについて」

『雲母』第 47 号
雲母の会

2012 年 5 月
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＜学会発表＞

Education for Peace and Reconciliation before 
and after 3.11 Event in Kochi, Japan

国際平和研究学会
三重大学

2012 年 11 月

Japanese Women’s Activities for Peace: A 
Successful Case of Stopping Nuclear Power in 
Kochi

国際平和研究学会
三重大学

2012 年 11 月

山下　範久

＜学会報告＞

Unthinking Hegemonic Cycles Annual Conference of 
Association of Asian Studies 
at Toronto 
Sheraton Center Hotel at 
Toronto

2012 年 3 月 15 日

＜その他＞

「カール・ポランニー『市場社会と人間の自由』書評」 『ピープルズ・プラン』59 号，
pp.159-161
ピープルズ・プラン研究所

2012 年 10 月

「萱野稔人・神里達博『没落する文明』，水野和夫『終
わりなき危機』書評」

『比較文明』第 28 号，pp.244-
247
行人社

2012 年 11 月

「資本主義と民主主義とのあいだの矛盾を前提にし
たファシズム論（カール・ポランニー『市場社会と
人間の自由』書評）」

『図書新聞』3085 号
図書新聞社

2012 年 11 月 10 日

【市場】【グローバル経済】【文明】【従属理論】【ヘ
ゲモニー国家】【産業資本】【パトロン】【アジア的
専制】【オイコス】【産業予備軍】【ウォーラーステ
イン】【アミン】【フランク】【ブローデル】【ポラン
ニー，Ｋ .】

『現代社会学事典』
弘文堂

2012 年 12 月

「複数化する帝国とアメリカ」 特別シンポジウム「アメリカ
〈帝国〉論再訪」
南山大学アメリカ研究セン
ター・名古屋アメリカ研究会

2012 年 12 月 22 日

BHANDARI, Surendra Raj

＜著書＞

From the Era of Colonialism to Globalization: 
Making Rules in the GATT/WTO（共著）

Asian Approaches to 
International Law and the 
Legacy of Colonialism, 
edited by Jin-Hyu Paik, 
Seok-Woo Lee, & Kevin Y. L. 
Tan, pp.119-137
Routledge, London

2012

Making Rules in the WTO: Free or Managed 
Trade?

RoseDog Books, USA 2012

＜論文＞

Developing Countries in the WTO and Doha 
Round

Seoul Law Review Vol.20 
No.1, pp.411-453

2012
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The King versus the People: The Abolition of 
Monarchy and Constitution Making in Nepal

『立命館国際研究』
25 巻 1 号 , pp.1-26
立命館大学国際関係学会

2012

Constitution Making and the Failure of 
Constituent Assembly: The Case of Nepal

Ritsumeikan Annual 
Review of International 
Studies vol.11, pp.1-40
The International Studies 
Association of Ritsumeikan 
University

2012 年 12 月

Doha Round Negotiations: Problems, Potential 
Outcomes, and Possible Implications

Trade, Law & Development 
Vol.4 No.2
Trade, Law and 
Development

2012 年 12 月

＜学会発表＞

The Idea of Ethnic Federalism, Reality of 
Constitution Making, and the State of 
Harmonious Society in Nepal: Problems and 
Prospects

IPRA Japan Conference 
2012, International Peace 
Research Association
Mie University, Tsu, JAPAN

2012 年 11 月 26 日

The Idea of Ethnic Federalism, Reality of 
Constitution Making, and the State of 
Harmonious Society in Nepal: Problems and 
Prospects

International Conference on 
Social Policy and 
Governance Innovation 
towards Social Equity an 
Cohesion in Asia
South China University of 
Technology, Guangzhou, 
CHINA

2012 年 12 月 1 日

FRENCH, Thomas William

＜論文＞

Narratives of Humiliation: Chinese and Japanese 
Strategic Culture

ETH / ISN Security Watch
Eidgenössische Technische 
Hochschule, Zürich

2012 年 4 月 19 日

A Spider’s Web to Catch a Dragon? The South 
China Sea Disputes and Japanese Aid Policy in 
Southeast Asia

ETH / ISN Security Watch
Eidgenössische Technische 
Hochschule, Zürich

2012 年 11 月 15 日

＜研究発表＞

In The Footsteps of Mao? The Communist 
Chinese Influences on the Japanese Communist 
Party’s Campaign of ‘Armed Resistance’: 1950-
1955

Cold War International 
History Project and 
University of Hong Kong
Mao’s China, Non-
Communist Asia and The 
Global Setting, 1949-1976, 
University of Hong Kong

2012 年 2 月 14 － 15 日

The Public Relations Dimension of the Disaster 
Relief Operations of the Japanese Self Defense 
Forces

International Academic 
Forum
The Asian Conference on 
Asian Studies 2012,  Osaka, 
Japan

2012 年 6 月 1 － 3 日
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HASSDORF, Wolf Juergen

＜論文＞

‘Much Ado about Nothing? Chiang Mai Initiative 
Multilateralisation and East Asian Exchange 
Rate Cooperation’

Ritsumeikan Annual 
Review of International 
Studies, Vol. 10, pp.121-142. 
The International Studies 
Association of Ritsumeikan 
University

2012 年 2 月

‘The Nexus of Economics and Security in East 
Asia or: Should We Learn to Stop Worrying and 
Love China’ (Review Article)

Ritsumeikan Annual 
Review of International 
Studies, Vol. 11, pp.135-148.
The International Studies 
Association of Ritsumeikan 
University

2012 年 10 月

＜研究発表＞

East Asian Economic Regionalism in the Light of 
EU Stud ies : The Chiang Mai In i t ia t ive 
Multilateralisation and Prospects for Sino-
Japanese Monetary Cooperation.

Six University Conference, 
‘Political Leadership 
Changes & International 
Relations in the Asia-Pacific 
Region’
Korea University, Graduate 
School of International 
Studies, Seoul

2012 年 10 月 18 日

HATCHER, Pascale Laura

＜論文＞

Local Communities and Multilateral Safeguards: 
The Mining Regime of Lao PDR

Lee Kuan Yew School of 
Public Policy, Working Paper 
Series, No.41, 27pp

2012 年

Taming the Risks: The World Bank and New 
Mining Regimes in Asia

Journal of Contemporary 
Asia, vol.42 no.3, pp.427-446

＜研究発表＞

Local Communities and Multilateral Safeguards: 
the Mining Regime of Lao PDR

Paper presented at the 
Workshop Citizens, Civil 
Society and the Politics of 
"Market Building" in Asia
Lee Kuan Yew School of 
Public Policy, NUS

2012 年 2 月

Exploring the narrative: the World Bank Group 
and the forging of new mining regimes in Asia

Paper presented at the 
Panel "Comparative Public 
Policy", International 
Political Science Association 
(IPSA)

2012 年 4 月

Populism, Politics & Neoliberalism: The Case of 
the Mongolian Resource Curse

Paper prepared for the 
Panel "Conflict Within & 
Without: The New Political 
Economy of Development in 
Asia", Asian Political 
&International Studies 
Association (APISA)

2012 年 12 月 1 日
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HAYES, Blake Elaine

＜論文＞

Institutional change in gendered recruitment 
patterns in Japanese academia: Tempered radical 
or subversive?

The GALE Journal, 5(1), 
pp5-21. The Journal and 
Proceedings of the Gender 
Awareness in Language 
Education Special Interest 
Group (GALE).

2012 年 12 月

＜学会発表＞

Paving the way for equality PanSig Conference 2012 - 
JALT (Japanese Association 
of Language Teachers).
Hiroshima University

2012 年 6 月 16 日

KOGA BROWES, Scott Philammon

＜論文＞

“At the Digital Watershed: Terrestrial Television 
Broadcasting in Japan”

Japanese Studies, Vol.32 
Iss.3, pp445-468 
Taylor and Francis / 
Japanese Studies 
Association of Australia

2012 年 12 月 14 日

MOOREHEAD, Robert Steven

＜論文＞

“Remedial Language Education and Citizenship: 
Examining the JSL Classroom as an Ethnic 
Project”（Editor: GOTTLIEB, Nanette.）

Language and Citizenship 
in Japan, pp.98-116
Routledge

2012 年

＜書評＞

Review of Lost in Transition: Youth, Work, and 
Instability in Postindustrial Japan, by Mary C. 
Brinton

Contemporary Sociology 41, 
pp.320-321
American Sociological 
Association

2012 年 5 月

Review of Minorities and Education in 
Multicultural Japan: An Interactive Approach, 
edited by Ryoko Tsuneyoshi, Kaori H. Okano, and 
Sarane Spence Boocock

Social Science Japan 
Journal 15, pp.146-149
American Sociological 
Association

2012 年 5 月

＜研究発表＞

Meet Me in the Middle: The Selective 
Assimilation of Peruvian Nikkei into a 
Cosmopolitan Middle Ground

Anthropology of Japan in 
Japan Spring Workshop
Osaka

2012 年 4 月 22 日

Who Am I Here? Lessons from Negotiating the 
Presentation of Self in Fieldwork in Japan

Anthropology of Japan in 
Japan Annual Meeting
Kyoto

2012 年 12 月 1 日
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RAJKAI, Zsombor Tibor

＜著書＞

Frontiers and Boundaries: Encounters on China’s 
Margins（共著）

Zsombor Rajkai – Ildikó 
Bellér-Hann (eds.)（編著）
Asiatische Forschungen No. 
156.; 261 (total page number)
Weisbaden: Harrassowitz 
Verlag (Germany)

2012 年

『トランジショナルな社会における家族とコミュニ
ティの考察̶ウクライナ・スロバキア・ポーランド・
ハンガリー・中国を事例として』(=“Reconsidering 
the relationship between family and community 
in transitional societies: Ukraine, Slovakia, 
Poland, Hungary and China as case studies”)（編
著）

GCOE Working Papers 次世
代研究 62；59（総頁）
京都大学大学院文学研究科グ
ローバル COEプログラム

2012 年 2 月

『トランジショナルな社会における親密圏・公共圏
の再編成から学ぶ―ハンガリー・ウクライナ・ポー
ランド・スロバキア・中国を事例として』(=
“Learning from the reconstruction process of the 
intimate and public spheres in transitional 
societies: Hungary, Ukraine, Poland, Slovakia and 
China as case studies”)（編著）

GCOE Working Papers 次世
代研究 82；50（総頁）
京都大学大学院文学研究科グ
ローバル COEプログラム

2012 年 11 月

＜論文＞

“Early Fifteenth-Century Sino-Central Asian 
Relations: The Timurids and Ming China”

In Frontiers and 
Boundaries: Encounters on 
China’s Margins; Asiatische 
Forschungen No. 156; pp. 
87–105;
Weisbaden: Harrassowitz 
Verlag (Germany)

2012 年

＜ワーキングペーパー＞

「社会主義の工業都市におけるコミュニティ形
成̶̶ハンガリーを事例として」(=“Community 
formation in a socialist industrial town: Taking 
Hungary as a case study”)

『トランジショナルな社会に
おける家族とコミュニティの
考察̶ウクライナ・スロバキ
ア・ポーランド・ハンガリー・
中国を事例として』GCOE 
Working Papers 次世代研究
62；pp. 39–46;
京都大学大学院文学研究科グ
ローバル COEプログラム

2012 年 2 月

「ハンガリーにおける親密圏と公共圏の再編成の困
難」(=“The difficulties in the reconstruction of the 
intimate and public spheres in Hungary”)

『トランジショナルな社会に
おける親密圏・公共圏の再編
成から学ぶ―ハンガリー・ウ
クライナ・ポーランド・スロ
バキア・中国を事例として』
GCOE Working Papers 次世
代研究 82；pp.3–12
京都大学大学院文学研究科グ
ローバル COEプログラム

2012 年 11 月

＜講演＞

Family and social change in socialist and post-
socialist societies: East Europe and East Asia

University of Nebraska at 
Lincoln (USA)

2012 年 3 月 15 日
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＜討論者＞

シンポジウム（2） 「現代中国の福祉と家族」 日中社会学会第 24 回
（Japan-China Sociological 
Society No. 24）
Ritsumeikan University　
創思館カンファレンスルーム

2012 年 6 月 3 日

＜その他＞

"Actors and Movements around Technology, Risks 
and Environment"

"New Cultural Frontiers 
- on-line sociological review" 
vol.5
RC-47 (Research Committee 
on Social Classes and Social 
Movements) of 
International Sociological 
Association (ISA)

2012 年より編集
作業に従事

WASSERMAN, Michel

＜著書＞

“Claudel Danse Japon” Editions Classiques Garnier 2012 年 1 月




